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国土交通省 関東地方整備局
京浜河川事務所

多摩川緊急治水対策プロジェクト等について

令和8年5月29日_R８大規模氾濫減災協議会

資料3-2
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多摩川流域の概要 流域及び氾濫域の概要

○ 多摩川は幹川流路延長138km（うち直轄区間64.3km）、流域面積1,240km2の一級河川であり、その流域は東京
都・神奈川県・山梨県の23市2区3町3村を抱える。

○ 流域内には約414万人が生活し、流域の中心は首都圏の社会経済活動の拠点となっている。
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全国でも有数の急流河川が全国一の被害ポテンシャル

○ 北陸地方の急流河川に匹敵するほどの急流河川であり、上流で降った降雨が早ければ６時間程度（令和元年
東日本台風実績）で下流へ流れ出る。

○ 中下流沿川の想定氾濫区域の人口密度、面積当たりの一般資産額が全国最大。
○ 洪水氾濫が発生する前に避難を完了させるためのリードタイムを十分確保することが難しい。
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令和元年東日本台風（台風第19号）の概要
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【凡 例】

▲ ：水位観測所

● ：雨量観測所

直轄管理区間

水位状況

水文水質データベースにより作成

気象庁HP、水文水質データベースにより作成

河川 観測所
計 画
高水位
（ｍ）

氾 濫
危険水位

（ｍ）

令和元年東日本台風
（台風第19号）における

最高水位（ｍ）
過去最高水位（ｍ） 観測

開始
発生日時 水位 発生日時 水位

多摩川

調布橋 4.70 1.60 2019/10/12 22:00 2.47 1965/09/18 06:00 2.60 1938年

日野橋 4.71 － 2019/10/12 23:00 4.40 1982/08/02 04:00 3.54 1962年

石原 5.94 4.90 2019/10/12 23:00 6.24 1982/08/02 4:00 6.12 1932年

田園調布（上） 10.35 8.40 2019/10/12 23:00 10.77 1974/09/01 19:00 9.07 1928年

多摩川河口 3.80 － 2019/10/13  4:00 2.64 1971/07/23 14:00 4.15 1964年

浅川 浅川橋 3.58 2.60 2019/10/12 21:00 3.63 2008/8/29 00:00 2.66 1973年

大栗川 報恩橋 3.69 2.50 2019/10/12 21:00 3.05 2008/08/29 03:00 3.28 1968年

※ 赤字は過去最高水位を超過、オレンジは計画高水位を超過
※ 日野橋・石原観測所はピーク付近欠測
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     【機密性２】  
  作成日_作成担当課_用途_保存期間  

 

石原地点より上流域の

流域平均2日雨量490㎜445
446

470
607

653

633 403
429

424

531 386

368 306

320 268
245

20mm以上が15時間 20mm以上が15時間

御岳

檜原

459

観測所の２日雨量

レーダ雨量図

出典：気象庁提供資料

流量状況

ピーク付近の流量観測が困難であったことからピーク水位から最大流量を検討

降雨状況

台風経路

○ 令和元年東日本台風（台風第19号）による出水では多いところで600㎜を超える雨量が観測された。また、石原
地点上流域では流域平均2日雨量490mmを観測した。

○ 下流部の田園調布（上）、中下流部の石原、支川浅川の浅川橋では計画高水位を超過し、基準地点石原にお
いて実績通過流量が約7,000m3/sとなり、当時の計画高水流量6,500m3/sを上回るものであった。
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令和元年東日本台風の出水状況

出水状況

○ 令和元年東日本台風では、直轄区間の約半分において計画高水位を超過。多くの観測所で最高水位を更新。
○ 橋脚の沈下（日野橋）、堤防法崩れ、高水敷洗堀といった構造物の被災が発生し、21箇所で災害復旧を実施。
○ 無堤部であった二子玉川上流地区では、溢水被害が発生した。

二子玉川溢水状況
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令和元年東日本台風の避難警戒状況

①2019年10月12日13:50

 避難判断水位4.3mを超過
     →14:10～14:28  

沿川自治体へ伝達

②2019年10月12日15:38

 氾濫危険水位4.9mを超過
     →15:38～15:58  

沿川自治体へ伝達

③2019年10月12日19:00

 計画高水位5.94mを超過
     →19:50～19:58  

沿川自治体へ伝達

自治体とのホットライン

羽村市 日野市 調布市

日野市

府中市

○ 沿川自治体では「避難勧告」が発令され、多くの避難所は満員となった。
○ 京浜河川事務所では、自治体とのホットライン、災害対策用機械（照明車、排水ポンプ車）の派遣、水防資機材

（土嚢袋）の提供等の支援を行った。

川崎市
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令和元年東日本台風の推定水位 ※第3回多摩川河川整備計画有識者会議（令和4年10月3日）資料を一部追記

計画堤防高

当時の調布市内

大
丸
用
水
堰
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緊急治水対策プロジェクトの進捗状況
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緊急治水対策プロジェクトの効果（国による取組）
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緊急治水対策プロジェクトの効果（国による取組）

○ 世田谷区玉川地区では、無堤部からの溢水被害を受けて約540mの区間にて堤防整備を実施。
○ 地域住民との協議の結果、特殊堤による施工（樹林帯の保護）や天端の植樹等（プライバシー保護）を行った。
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多摩川水系治水協定（令和2年5月27日締結）

○ 多摩川流域にある小河内ダムとの治水協定による洪水調節可能容量は3,558万m3（各種の条件を仮定し算出
した最大値）である。

○ 基準降雨量（48時間で450ミリ）を超える雨量が小河内ダム上流で予想される場合、最大3日前から事前放流を
実施し、水位低下させる。
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多摩川河川整備計画変更（R8.2.26変更）

○ 多摩川の氾濫域には人口・資産が高度に集積していることから、重要度を考慮して、計画規模は気候変動によ
り予測される将来の降雨量の増加等を考慮した年超過確率1/70～1/80とする。

○ 基準地点である石原（調布市）において、目標とする流量を7,200m3/sと設定する。
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T 7年 多摩川改修工事
【4,170m3/s】

⇒S 50年 多摩川工事実施基本計画（改定）
【6,500m3/s】

R 5年 多摩川河川整備基本方針（変更）
【7,400m3/s】

⇒H 13年 多摩川河川整備計画
【4,500m3/s】

令和元年東日本台風
（被害：床下浸水708戸、床上浸水885戸

半壊889戸、全壊7戸
農地宅地その他37.2ha ）

⇒H 12年 多摩川河川整備基本方針
【6,500m3/s】

←平成19年9月台風第9号
（被害：床下浸水11戸

床上浸水5戸
農地宅地その他
0.45ha ）

←昭和49年9月台風第16号
（被害：民家19棟流出、

浸水1,270戸、
冠水耕地2,769ha）

⇒変更（案）
多摩川

河川整備計画
【7,200m3/s】

【気候変動の影響による将来の降雨量の増大を考慮】
多摩川（東京都調布市石原地点）における年最大流量※２

実績の流量
【7,000m3/s】

←令和6年8月
台風第10号※３

4,500 

7,200 

H13(H29)河川整備計画 変更河川整備計画

流

量

(m3/s)

河川整備計画

 将来の
  気候変動の
  影響を反映目

標
流
量

目
標
流
量

目標流量 ＜基準地点：石原＞

R8変更河川整備計画

6,500 
7,400 

H12河川整備基本方針 R5変更河川整備基本方針

流

量

(m3/s)

河川整備基本方針(1/200)

※R5.3変更

 将来の
  気候変動の
  影響を反映

計
画
高
水
流
量

計
画
高
水
流
量

※1   年超過確率とは毎年、１年間にその規模を超える洪水が発生する確率を示しています。
※2 年最大流量は実績降雨を用いてダム無し・氾濫無しの場合に下流に流れてくる洪水流量

（1/20）

（1/70～1/80）

457mm/48h
480.5mm/24h

約380mm/24h

約300mm/48h
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今後重点的に進める事業（予定）

※『防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策』と同程度の予算により同程度の事業規模が確保できた場合を想定。
※今後の資材価格・人件費高騰の影響や災害の発生状況等に応じ、スケジュール及び事業内容は変更となる場合がある。

0.0k
5.0k

10.0k

15.0k

20.0k

25.0k

30.0k
35.0k

40.0k

1.0k

5.0k

10.0k

45.0k

50.0k

55.0k

60.0k

多摩川→

浅川→

1.1k

堤防整備
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整備（石田地区）

上流部

中上流部
中下流部

下流部

支川浅川

高潮堤防整備

位置図

東京都
山梨県

神奈川県

埼玉県 ●河川整備メニュー
・河道掘削
・堤防整備
・防災ステーション整備

等

●維持管理メニュー
・河川管理施設の老朽

化対策 等

概ね５年間で重点的に実施する
予定の事業

河川整備事業

維持管理事業

環境整備事業

老朽化対策等
(二ヶ領宿河原堰)

自然再生
（魚道の再生）

水辺整備
（狛江市かわまち）

河道掘削
※干潟創出

掘削土砂の有効活用
（河道の二極化対策）

●河川環境メニュー
・自然再生
・水辺整備（かわまち）

等

水辺整備の取組
（多摩川かわまちづくり検討）

河道掘削
※水生植物帯等創出
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多摩川事業費の推移
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多摩川事業費の推移（R1～R8）

※大規模災関の
予算はR7にて終了

※
H30～R2

「防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策」
R3～R7

「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策」
R8～R12

「第１次国土強靱化実施中期計画」

約72億

1,712+736

=▲2,448

約48億？
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